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『セーカーチ・アンナMJOT会 長挨拶』
前年度に引き続き、今年度も代表を務めることになりました。会員の皆さんから寄せられた信頼に

応えられるよう、運営委員会のメンバーと一緒に努力していきます。今年度は教師会セミナーの充実

を図ろうと、今活動計画を練っているところです。これまで同様、皆さんのご協力をよろしくお願い

いたします。

『離任挨拶』 所長 豊田昌一

先ずは、「第 7回 ヨーロッパ 日本語教育シンポ

ジウム」の開催について、ご成功誠におめでとう

ございます。また実行委員会の皆様、大変お疲れ

様でした。

欧州各国からご参加 された教師の皆様からも、

多くの評価の声が届いていることと思いますが、

同シンポジウムに参加 した基金関係者からも、非

常によいシンポジウムだったとの声が当事務所

にも寄せられています。どうかこうした声をバネ

に、さらなる教師会の飛躍と活躍を期待したいと

思います。皆さんにはその力があるのですから。

私事ですが、先 日帰国の発令を受け、10月 の中

旬に後ろ髪を引かれる思いで日本に帰ります。思

い残すことは多々ありますが、貴教師会の発足か

らお手伝いできたことは貴重な経験でした。後任

の所長である「古屋昌人 (ふるや まさと)Jは、
10月 6日 に着任 しますので、私以上にご協力 0

ご支援をよろしくお願いいたします。

皆様、また会 う日までどうぞお元気で  !

『灌F仁封央1夢』日本語教育アドバイザー

齊藤 員美 (ますみ )
まずはご挨拶から。去る 8月 11日 、岩澤和宏

日本語教育ア ドバイザーの後任 として着任 しま

した齊藤員美です。すでに多くの MJOT会員の
先生方にお会いすることができましたが、これか

らさらに諸機関を訪問し、いろいろな先生方から

お話が伺えることを楽しみにしています。

9月 に行われた 「第 7回 ヨーロッパ 日本語教育
シンポジウム」は、MJOTの活動を発信できるよ
い機会であり実際大成功であったと感 じました。

シンポジウムの運営に当たられた実行委員の先

生方をはじめブダペス ト商科大学のスタッフの

方々、JOCVの方々には会場から大きな拍手が贈
られました。若井先生の口頭発表の後には、活発

な質疑応答が飛びかい、今後の研究成果をさらに

期待する声が多く聞かれました。菊地先生の発表

は、専門性と実践性の両面を兼ね備えた内容で、

参加 された先生方から熱心な質問が次々と出さ

れていました。キッシュ先生と吉瀬先生によるワ

ークショック発表では、ハンガリーにおける初・

中等教育の現状、授業方法、教材、教師会の具体

的活動等が広く参加者の関心を集めていました。

今回発信 したことが今後どのように展開してい

くのかは、これからの MJOTの活動と共に大い
に注目されるところだと思います。今後も着実な

活動を通 じ、より強固で実効性のある教師会とな

られていくことを心から期待 しています。教師会

の発展は、ひいては日本語学習の向上につながる

ものであると考えます。そのために、日本語教育

ア ドバイザーとして (ま た MJOTの 「顧問」と
して)適切な支援が行えるよう努めていきたいと

思つています。どうぞよろしくお願いいたします。

国際交流基金 BP事務所より
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日本語教育界でも「教師養成ではなく教師成

長 !」 という時代になってきています。自己を

成長させるためには、まず己の姿を客観的に提

えることが必要ですが、そ う言われてみても何

をどうすればよいのやら…

そこで、ここではハンガリーで出版されてい

る「チョークからビデオまで」という外国語教

授法の入門書のQ&Aを 読み、そこで自分自身
が感 じたことを「教師としての己の姿を客観的

に見る」チャンスにしようと思います。さあ、

あなたはどう思いますか ?

Q:宿題をやつてこないんです。
A:も しこれが学校教育機関での話 しでしたら、
それは教師側が 「ペナルティー」あるいは「評

価」をうまく使つていないからだと思います。

もちろんペナルティーといっても厳 しくする必

要はありませんが、それ自体が不必要とは言い

切れません。もし宿題を与えても、それを評価

しなければ (例えばそれを成績に加算しなけれ

ば)学習者は宿題をすぐやらなくなるでしょう。

語学学校のような成人を対象にしたグループの

場合には、宿題ができない原因は主に時間の不

足と考えられます。この場合教師ができること

はあまりありません。いずれにせよ教師が学習

者に「宿題の意味」をきちんと説明し理解させ

ることが大切です。

Q:グループ活動の時、仲間にたよって積極的
に参加 しない人がいると思うんですけど。

A:は じめのうちは、グループ活動が苦手な人
もいるかもしれ′ません。でも例えばあまり活発

に話をしない人にはメモをとる役とか辞書をひ

く役とかを与えれば、グループでも活躍できま

す じ、そういう「認められる」経験を積めば、

いつしか積極的にグループ活動に参加するよう

になると思います。

"AK運打 ATOLA VIDEOIG"40/41ペー ジ よ り。 (若井 )
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① 1950年代後半 ELTEを 中心として外国語国家
試験準備グループが誕生。

② 1967年、ITK(外国語研修局)ができ、外国
語国家試験制度にGOサイン。 (ITKには試験対
策コースも設置されることになった。)

③ 1969年、外国語国家試験スター ト。当時の試

験内容は「母語と学習言語との相互翻訳」。口頭

はそれほど重視されておらず、まず筆記試験を

行い、それに合格 したものが口頭試験に進んだ。

口頭試験の内容も「母語と学習言語との相互通

訳」。

④ 1970年代終 り頃、試験制度がかわり「RIGO
通 り試験制度」とも呼ばれるシステムがスター

ト。口頭試験の比重が重くなり、筆記 0口頭の

試験の順番もどちらでもよく、また両者の総合

点で合否が決定されるようになった。また口頭

試験には聴解もスター ト。

⑤ 1980年代終り頃、試験制度が再度変更。筆記

試験と口頭試験がそれぞれ独立したものとなっ

た。 (筆記のみ、口頭のみ、総合の 3つの試験が

誕生し、筆記と口頭をバラバラで受けても両者

とも合格すれば、総合テス トの合格証明書がも

らえるようになった)ただ翻訳 0通訳は依然と
して重要視された。

⑥90年代に入 り、海外の語学試験も国家試験と

同等のものとして認定されるようになってきた。

また 「外国語としてのハンガリー語」の試験に

関しては「受験者の母語との相互翻訳」などの

試験がなくなり1言語 (ハンガリー語のみ使用 )
の試験となった。

尚、ITKの語学試験に関しては
…
.itk.huを 参照

してください。

(若井 )

最近読んだ本
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2002年第 7回ヨーロッパ 教育とコミュニケーション」について討議が行われた。司

会はセーカーチ 0アンナ・ブダペスト商科大学準教授、
パネリストはエシュバッハ・サボー・ヴィクトリア・チュービ

ンゲン大学教授、ヒダシ0ユディットネ申田外語大学教授、

鎌田教授、川口義一早稲田大学教授、山中教授。ヒダ

シ教授の問題提起に始まり、各パネリストが意見を述ベ

たが、最終的には、初級段階からコミュニケーション重

視の日本語教育が重要であるという点で意見が一致し

た。

3日 間で33の 口頭発表、ワークショップ発表が行われ、

各セクションで活発な議論が交わされた。MJOT会員に
よる発表も5本 (り |1村、菊池、キシュ&吉瀬、高橋、若井
の各氏)あり、大変好評であった。また、ハンガリーから

は MJOT会員 24名 、非会員 8名が参加し、講演やパ
ネル討議、口頭発表に熱心に耳を傾け、ハンガリーの

日本語教育界におけるシンポジウムヘの関心の高さが

うかがわれた。

今回、ノンネイティヴの教師・学習者の参加者が従来を

上回り20名近くに達したことは、今後の日本語教育の

発展に大きな意味を持つと考えられる。また、旧東欧で

初めて開かれたとあって、地元ハンガリーをはじめ、チ

ェコ、ポーランド、ルーマニア、ブルガリア、ウクライナ、ト

ルコ、カザフスタンなど「東」からの参加者が増えたのも

特徴の一つであった。奇しくも EUの今後の進路と同様
に「東に拡大する」ヨーロッパ日本語教師会を見る思い

であった。

3日 間のシンポジウムを無事終了することができたのも、

助成をしてくださった国際交流基金本部、後援をしてく

ださつた国際交流基金ブダペスト事務所、シンポジウム

実現のために貴い寄付をしてくださったハンガリー在住

の団体・個人の方々、そして準備を含めて 4日 間の期
間中総力をあげて協力して下さつた国際協力事業団

JICA青年海外協力隊の日本語教師の方々と日本語を

学ぶカーロリ大学、ブダペスト商科大学の学生達のお

かげである。実行委員会として、この場を借りて皆様に

お礼を述べたい。

今回のシンポジウムにおいて参加者が、21世紀の

日本語教育理論の動向に耳を傾け、他国の教育事情

を理解しあい、又ネイティヴとノンネイティヴある

いは教育機関や教育段階などの違いを超えて交流を

図り、教師・研究者として刺激と活力を得られたと

したら、実行委員会としてこれ以上の喜びはない。

(2002年 9月 吉日)

日本語教育シンポジウム報告
シンポジウム実行委員 佐藤紀子

秋晴れの爽やかな青空の広がる、去る9月 6日 から8

日までブダペスト商科大学貿易学部において第 7回ヨ

ーロッパ 日本語教育シンポジウムが、ハンガリー日本語

教師会 (M」 OT)とヨーロッパ 日本語教師会 (劇E)の共

催で開催された。欧州 21カ国を中心に、日本、アメリカ

を含む世界 26カ国から 150余名が参集し、「多元化す

る日本語教育一日本語教育とコミュニケーション」をテ

ーマに有意義な 3日 間を共有した。

産声を上げて 2年足らずのハンガリー 日本語教師会と

しては、初めて迎えるビッグイベントである。6名からなる

実行委員会がほぼ 1年をかけて準備してきた成果がこ
の 3日 間で問われる。実行委員は前夜から準備と興奮

で眠れない夜を過ごした。さて、初 日、開会式にはマー

ドル・ダルマ大統領夫人ならびに松本和朗駐ハンガリー

日本大使のご臨席を賜り、教師会メンバーは感激もひと

しおであつた。

初 日の基調講演は山中桂一東洋大学教授による「留

学生の日本語」。夜の歓迎レセプションでは後援者から

提供された寿司やハンガリー名物グヤーシュ&トカイワ

インに参加者から歓声が上がり、歓談の輪が広がった。

二日目は、ハンガリーからセーペ 0ジェルジ0ペーチ大

学教授が「ヨーロッパの言語政策から見た言語権と言語

政策」と題する講演を行い、EUの言語政策において非
ヨーロッパ言語である日本語が一定の地位を獲得する

ために、AJEが EUに働きかけを行うよう提言したのが印

象に残つた。この夜はハンガリー情緒溢れるカルパチア

レストランでジプシー音楽を聴きながらの懇親会が開か

れた。参加者はパプリカチキンに舌鼓を打ちながら、旧

交を温め、新たなネットーワーク構築と情報交換をはか

るひとときを過ごした。宿舎への帰途、バスの中からブダ

ペストの光り輝く夜景を眺める機会があり、三 日間会場

に缶詰となって勉強に励む参加者には大好評であつ

た。

三日目は、欧州 日本語共通教材開発プロジェクトのま

とめ役である鎌田修京都外国大学教授が「接触場面の

教材化―ヨーロッパと日本を舞台に」と題し、実際の接

触場面を撮影したビデオを紹介しながら、この教材開発

の理論的枠組みと現状及び課題について語つた。聴衆

から共通教材の完成に大きな期待が寄せられた。その

後、5人のパネリストにより、今回のメインテーマ「日本語



日本語教師に必要な
カウンセリング技術(4)

小松慶子 (こ まつよしこ)

元流山市教育委員会カウンセラー

MJOT会報 (5)

(前号と一部重複 )

2)共感的理解
ク /~イエンハど井だ、ク/~イエンハあ`感 じている

″うのまラだがじどろ。ι″〕6ク /~イエンハの感情の

中に着ま遂まれなクゝ

クライエントの心の内側に入りきつて、クライエ

ントの目で周囲や自分を見れば、こういうふうに見

えるのだなあと「感じ」を共有し合うようなわかり

かたです。

(ク :ク ライエン ト カ :カ ウンセラー)
ク :わたし、もう子どものことが苦になりましてね。
0… (中略)…・あまりのテレビっ子でつい大きな

声でどなってしまうのですよ

力 :いやあ、よくわかりますよ。― (中略)…・じつ

はうちにも小学校 3年の坊主がいるんですが、
・… (中略)…やつばリテレビっ子でほとほと弱
っていまいますよ。… (中略)‥・

カウンセラーはテレビっ子をもてあます母親の苦

しみが、我がことのようによく理解できるので「よ

くわかります」と言つています。これは共感的理解

であるかのように見えますが、じつはそうではあり

ません。いうならば同情的理解なのです。クライエ

ントとよく似た体験をもつているので同情し、相手

の感情にまきこまれてしまったわけです。二人が

「弱つた」「困つた」と言い合つているだけでは、

どうどうめぐりで援助も成長もあつたものではあ

りません。

たまたま相手と似通う、あるいは共通する感情や

考え方や体験をこちらがもつていたので、それを通

して相手が理解できたかのような気がしているに

すぎないことが多いようです。「あなたの気持ちは

よくわかる」と思つていますが、事実は理解してい

るのではなく、こちらの感じ方、考え方でおしはか

2002.okt.

つているにすぎない場合が多いのです。このように

安易に「よくわかる」といってしまう、その一体感

はカウンセリングにおいては危険きまわりないも
のなのです。クライエント側からいうと「カウンセ

ラーに私の気持ちはわかってほしいけど、同情はさ

れたくない」という感情があります。同情されてい

るような感じが伝わってくると、反発したくなった

り、自分がみじめになったりします。「あなたの気

持ちはよくわかります。」といわれると「さあ、 ど
ういうふうにわかってくれたのかな」とか「そんな

簡単に理解してもらえるようなことじゃないわ」と

いう疑念や不信の念が′さをかすめます。「私も同様

な経験がありますよ。じつは・・・」なんて応じら

れると「ちょっと待つて |しまいまで私のいうこと

を聞いてください。あなたの経験談を聞きにきたの

ではありませんよ。」といいたくなつてしまいます。
「クライエン トの怒 りや恐怖や混乱をあたかも自

分自身のものであるかのように感じたり、しかも自

分の怒 りや恐怖や混乱がその中に巻き込まれない

ようにすることが共感的理会」だとロジャーズは書

いています。

カウンセラーがあたたかくクライエントの気持ち

を理会しようとするとき、相手の感情にまきこまれ

ているか、相手の感情を「私」と「感情」を別なも

のとして、はっきり感じとれているかによって、同

情と共感が分かれそうです。例えば上記の例の場合

は「かまわないようにしようとは思いながら、つい

いらいらしてどなっちゃうのですね。」と応じてみ

てはどうでしょうか。また「放っておけないという

感じ」という簡単な言葉でも共感的理会の態度は十

分に伝わることがあります。

人と人との心が深く通じ合い共に生きる喜びをわ

かちあうためにカウンセリングの心理学者 (アメリ

カ)ガール・R。 ロジャーズは日常の対人関係の中
でだれでもいつでもどこでもカウンセリングの心

を活かせる方法を明らかにしてくれました。これは
「一人の専門カウンセラーを養成するよりも、万人

の胸にカウンセリングのこころを育てよう」という

ものですが、以下ロジャーズが主張する「クライエ

ント (相談者)中心」と呼ばれるカウンセリング理

論にふれてみたいと思います。
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